




川崎病心疾患に対する外科治療の報告は増加しつつあるが未だ症例数自体が少なくまた術

後追跡期間も短く不明な点が少なくない。このうち最も重要なものは小児期に移植された

グラフトの長期運命であろう。従来の手術報告例では自己或は親の大伏在静脈を使用して

いるが全国集計でも10 歳以下例のグラフトは 50%以上が 1年以内に閉塞している。この原

因として成長心に対する非成長クラフトの非適応性、小児成長期特有の代謝などが関与し

ているならば経年的に閉塞率が増加することが考えられる。これに対し著者らは成長の可

能性をもち代謝の影響を受け難い内胸動脈バイパスを提唱して来たが今回その手術に成功

したので報告する。 


